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本日のながれ 
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1. NW確認およびアンケート（10分） 

2. eポートフォリオとは(15分) 

3. Sakai OSP 

• eポートフォリオシステム Sakai OSP(10分) 

構築編（実習） 

• 課題(70分) 

4. ディスカッションおよび質疑(15分) 
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実習で利用するネットワーク 

• SSID: 

– JaSakai_WS1 

– JaSakai_WS2 

• KEY: 

– sakai@hosei 

• Sakai: 

– http://192.168.11.100/ 

– Ver.2.9.0 b02 
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http://192.168.11.100/


アカウントの作成 
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（例）ユーザID: makoto.miyazaki 



ワークサイトへの登録 
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Sakai チュートリアル 
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eポートフォリオとは 
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学習成果物 

•レポート 

•調査資料 

•プレゼンテーション資料 

•論文 

など 

課題として提出したファイルや学会などに投稿した論文、
発表したプレゼン資料などの学習の過程での成果物を
集め，その中からベストワークを選んだ作品集 

学習ポートフォリオ 
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ｅポートフォリオ 

•リフレクション（内省） 
•フィードバック(アイデアや
コメントの交換が可能) 

•共有・公開 

ウェブサイト上
のアーカイブ 

デジタル化さ
れた学習成
果物 
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学士課程教育の構築（審議のまとめ） 

現代の社会は，個人が生涯にわたって学習し，
複数の職業や組織で働き，活動する流動性
の高い社会である．個人の能力を評価する方
法として，ポートフォリオが重視される時代と
いうことができる．学士課程における評価に当
たっても，多様な学習活動の成果を評価する
観点から，学習ポートフォリオの手法を積極的
に取り入れていくことは有意義である． 

中央教育審議会大学分科会制度・教育部会「学士課程教育の構築（審議のまとめ）」(2008年3月25日) 
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Balancing the Two Faces of E-Portfolios 

http://electronicportfolios.org/balance/ 
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ワークスペースとショーケース 

ｅポートフォリオの二面性 

利用する目的 

ワークスペース ショーケース 

学生が学習の成果を 

自己アピールするための
作品として、誰かに見せる
こと（公開すること）を前提
に作成する 

学習成果物を蓄積し，それ
を活用した学びの振り返り
を行う．インストラクターや他
の学生からのフィードバック 

による学習の 

深化等に利用 
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ｅポートフォリオ開発プロセスの３段階 

（H. Barrett） 

Level 1 

• 学習の成果物として
デジタルデータをシ
ステム上に集めて，
保存する． 

Level 2 

• ブログなどを活用し，
データと一緒に省察
やフィードバックの
コメントなどを記録
する． 

Level 3 

• 公開することを前提
に掲載するデータの
選択を行い，テーマ
性のある作品としてe
ポートフォリオを作
成する． 

ワークスペース 

ショーケース 
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ｅポートフォリオによる学習活動 

ｅポートフォリオ 
開発 

過程 

活動 

学生 教員／学生 

ショーケース Level 3 

提示 
評価 

（学習の総合評価）  

目標（ゴール） 

選択／省察 

（回顧的）  

ワークスペース 
Level 2 

省察（即時的）  
フィードバック 

（学習のための形成的評価）  

収集 

Level 1 収集 

Helen Barrett，Balancing the Two Faces of E-Portfolios より作成 13 



なぜｅポートフォリオシステムが必要か？ 

• ワークスペース 

–学習成果の記録するのに，ファイルと振り返りのコ
メントを一緒に記録する事ができるツールとして
Blogが利用可能 

– mixiやfacebookのようなSNSがコミュニティやグル
ープでの協調学習ツールとして利用可能 

ショーケースとしての活動を考えた場合，ワークス
ペースで蓄積した学習成果物の総括的な振り返りや，
その中から選択して再利用することができない！ 
また，公開する範囲を柔軟に設定することができな
い！ 
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Balancing the Two Faces of E-Portfolios 

http://electronicportfolios.org/balance/ 15 



ポートフォリオを利用した学習プロセス 

連続的に繰り返されるプロセス 

蓄積・収集 

(Collection) 
学生自身と学習による 

情報（知識）の蓄積 

選択・整理 

(Selection) 
ポートフォリオを利用して 

他の学習者と共有したい 

情報（知識）の選択 

省察（リフレクション） 
自身のゴール(そうなりたい、 

身につけたい)と関連し共有 

したいことに基づく省察 

公開・提示 

(Connection) 
ポートフォリオの共有とフィード
バック（コメント）の授受による他

の学習者との連携 

統合的学習
(Integrative 

        Learning) 

内省的学習 

(Reflective Learning) 

社会的学習 

(Social 

  Learning) 

蓄積・収集 

選択・整理 

省察 
（リフレクション） 

公開・提示 
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ポートフォリオ導入の意義(Folio Thinking) 

Folio thinkingにより, 学生は、自分の理解(知識)に対する 
意味を明確にし(define)精緻化する(refine) 

• Folio thinking は， 

– 学習時の振り返り(reflection on learning) 
 

– 習得済みの知識の結びつけ(Integration of learning) 

 

– 他の学習者と知識の共有(Sharing of learning) 

 

を通して，より深い理解の助けになる． 

• Folio thinkingは，学習者の進歩(成長)を説明しかつ，予測する証拠
（成果）になる． 

• Folio thinkingの結果は，学習成績の評価 (assessment and 
evaluation)に利用できる． 

• 自己アピールやキャリア支援の利用にも期待 

誰かに教えることで，より自分の理解が深まる 

学習で得た知識を整理して，自分のものにする 

人は失敗から多くを学ぶ 
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eポートフォリオシステム Sakai OSP 
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OSP(Open Source Portfolio) 
概要 

• 学習管理システムである Sakai で利用できる  
e ポートフォリオ開発ツール 

• Sakai Project の一部として開発されている 

• フリーで利用でき、オープンソース 

• e ポートフォリオの編集・共有・評価が可能 

 

 
利用実績 

• 北米を中心に 28ヶ国以上、200 を越える大
学で利用 

• 例. The University of Michigan,  
Indiana University-Purdue University 
Indianapolis (IUPUI) 

http://confluence.sakaiproject.org/display/OSP/Project+--+Portfolio 
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http://confluence.sakaiproject.org/display/OSP/Project+--+Portfolio
http://confluence.sakaiproject.org/display/OSP/Project+--+Portfolio
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Maharaとの比較 

Sakai OSPとMaharaによるｅポートフォ
リオシステム構築・運用経験から感じて
いる印象をいくつかの観点から整理し
て，Sakai OSPの特徴をお伝えします． 
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教育工学的設計 

Mahara △ 

 

• 学習目標について学生および

教員が到達度を確認し，教員が

評価するといったアクティビティ

を組み込んだ授業設計にする

必要あり 

Sakai ◎ 

 

• ルーブリック（Matrices） 

• 学習目標について到達度を確

認し，評価できる 

• 学生の学習成果を教員がエビ

デンスとして評価できる 

• 自己評価，相互評価 

◎…非常に良い ○…良い △…悪い ×…非常に悪い 
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教育工学的設計 – マトリックスの例 

ス
キ
ル 

達成レベル 
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カスタマイズ性 

Mahara ○ 

• Pluginにより利用できるブロック

等を追加する事ができる 

• 有志により作成されたpluginが

MaharaのWebサイト上で公開

されており，自由に利用可能 

Sakai ◎ 

• XSDによる入力フォーム作成お

よびXSLTによるXMLデータの

変換（Webページの作成）が可

能 

• 所望の入力フォームを用意して

おき，その入力データを自動的

にeポートフォリオのWebページ

に掲載するといった処理が可能 

• Contrib.ツールが利用可能 

 

◎…非常に良い ○…良い △…悪い ×…非常に悪い 
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カスタマイズ性 

 - Sakai OSPのｅポートフォリオページ生成 

 Portfoliosツール（テンプレート） 

 リソースやフォーム，マトリックスなどのデータを使っ
て，自動的にWebページを生成可能 

Matrices 

Wizards 

Forms 

Resources 

Portfolios 

Portfolio Templates 

XML HTML XSLスタイルシート ブラウザ 

変換 

24 



実装の容易さ 

Mahara △ 

 

• システムのインストール時に要

求されるPHPやMySQL等の

バージョンが高く，インストール

できるレンタルサーバ等が限ら

れる 

• 管理者による事前準備をほとん

どしなくても提供されている機能

を使うことができる 

Sakai × 

 

•OSPで利用するXSDやXSLTを

作成するためには，XMLのコー

ディング知識が必要 

•XSLTでHTMLを生成する際には，

CSSやJavaScriptを使ったWebデ

ザインに関する知識もある程度必

要 

•事前準備が必要であり大変 

◎…非常に良い ○…良い △…悪い ×…非常に悪い 
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実装の容易さ - 入力フォームのXSDファイルの
例 
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実装の容易さ - Sakai OSPの実装 
利用するための事前準備 

•フォームツール…入力フォーム(*.xsd) 

•スタイルツール…CSS 

• リソース，マトリックス，ウィザード等で利用 

•ポートフォリオテンプレートツール…XSLスタイルシート(*.xsl) 

  
使用したツール 

•<oXygen/> XML Editor 

•XSD Weaver (Contriｂツール) 

 http://trident.cdws.ucf.edu/xsdweaver/ 

University of Central Florida が公開 

リソース共有サイト 

•OpenEd Practices 

http://openedpractices.org/ 
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ｅポートフォリオによる学習活動とツールおよび機能の比較 

活動 ツール／機能 

学生 教員／学生 Sakai OSP Mahara 

提示 
評価 

（学習の総合評価）  
ポートフォリオ， 

ポートフォリオテンプレート  
ページ 

目標 

（ゴール） 

フォーム，マトリックス， 

ウィザード  
レジュメ，プラン 

選択／省察 

（回顧的）  

フォーム，マトリックス， 

ウィザード  
ページ，テキストボックス 

省察 

（即時的）  

フィードバック 

（学習のための 

形成的評価）  

フォーム，マトリックス， 

ウィザード  
日誌，ページ  

収集 リソース，フォーム  
ファイル，外部フィード， 

外部ビデオ，Google Apps  

収集 リソース，フォーム  外部ビデオ，Google Apps  
28 



構築編 
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課題１ 「Sakaiを使ってみた感想」 

• Ja Sakai eポートフォリオWSの課題（
Assignments）「Sakaiを使ってみた感想」を
提出してください． 

–なんでも良いので必ず提出をお願いします． 

– moodleやWebCT, BbLS等と比べた感想など大
歓迎です． 
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ルーブリック(Rublic)とは 
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学習の達成度を数段階に分けて記述し， 

能力の獲得レベルを判断する基準を示すもの 

あらかじめ学生と教員の間で「評価軸」を共有することで 
 

• 学生はどこまで能力が獲得でき，何が足りないのか，真
正な学習が可能 

• 教員は学生の学習による真正な評価が可能 

• どこで学生がつまずくか振り返り，授業の改善につなげる
ことが可能 
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マルチメディア授業評価ルーブリックより 

http://www.nichibun.net/case/ict/17/02.php 



課題２ 「ルーブリックの作成」 

• 担当の授業のルーブリックを作成してみまし
ょう． 

または 

• スポーツや楽器など趣味・特技を人に教える
ためのルーブリックを作ってみましょう． 

 

課題に添付してあるWordテンプレートを利用し
て作成し，完成したらWSサイトの課題に提出し
てください． 
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課題３ 「マトリックスの作成」 

• 作成したルーブリックを設計図にして，マトリ
ックスを作成します． 

 

完成したら報告としてWSサイトの課題を提出し
てください． 
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課題４ 「課題の作成」（時間が余った場合
） 

• 作成したマトリックスの任意の１つセルに対応
する課題を作成してください．また，マトリック
スのセルに作成した課題を割り当ててくださ
い． 

 

完成したら報告としてWSサイトの課題を提出し
てください． 
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課題５ 「用語の説明の追加」（時間が余
った場合） 

• Glossary を使って，作成したマトリックスの用
語説明を追加してください． 

 

完成したら報告としてWSサイトの課題を提出し
てください． 
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課題６ 「XSD Weaver を使った入力フォ
ームの作成」（時間が余った場合） 

• XSD Weaver を使って，入力フォームを作成
してみましょう． 

 

完成したらXSDファイルをWSサイトの課題に
提出してください． 
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ディスカッション 
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Sakai OSPを効果的な学習に活用するためには， 

何が必要か？ 



例．資格認定科目 

• 図書館司書や教員免許など資格認定のために学生
は科目を横断して単位を習得する必要がある 

• 科目間の繋がりや獲得すべき能力の確認が難しい 

• マトリックスを使ってバラバラに受講した科目の成果
物を能力で整理して見せることで獲得した能力が確
認できる！ 
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科目A 

科目B 

実習 

科目C 



教授システム学専攻 
課題と身につくコンピテンシーが明確化されている！ 

e.g. 課題「インストラクショナル・デザイン I 課題4 相互評価レポート」は
コンピテンシー「コア１ 教育・研修の現状を分析し、教授システム学の
基礎的知見に照らし合わせて課題を抽出できる。」に対応 

コンピテンシーリストをもとに課題ファイルを自動的にマトリクスに登録 

リソース マトリックス 

Web サービス 
- sakai-axis 
Pythonスクリプト 
- matrix.py 

蓄積 整理 

WebCT 

収集 

Java 
-AssignmentDB.jar 
-GroupAssignmentDB.jar 
-DiscussionDB.jar 
Web サービス 
-sakai-axis 
Pythonスクリプト 
- upload.py 

GSIS コンピテンシーリスト 

例．カリキュラム・ポリシー 

（教育課程の編成方針）  

コンピテンシーに基づいた 
学習成果物の整理 
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カリキュラム設計・授業設計と 

システムの両輪で効果的な学習を支援する 
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eポートフォリオ
システム 

カリキュ
ラム設
計・授業
設計 

効果的な学
習 



 

法政大学 情報メディア教育研究センター 

宮崎 誠 

makoto.miyazaki.dc@hosei.ac.jp 
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